
 

 

区分 内容 

事業名 
富士山衛生センター（救護所）の開設期間延長、講演会の開催 

（Ｈ27 から継続） 

結果 

講演会については、5/31 に県内外の約 110 人が出席し、同センター勤務の

大城医師が登山時に起きる諸症状と対応方法について説明した。 

富士山衛生センターについては、18 日間の期間延長を実施し、診療件数は

214 件だった（詳細は下表のとおり）。 

内訳 日数 診療件数 

既存事業 25 日間（7/21～8/14） 274 件 

協力金補助 18 日間（8/14～8/27・8/30～9/3） 214 件 

合計 43 日間 488 件  

写真等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業費 

( )充当額 
4,254 千円（ 4,254 千円 ） 

 

 

 

 

 

 

①安全登山講演会 

②登山者の血中酸素濃度の計測 ③富士山衛生センター前での

バイタルチェック 


